
専門研修課程Ⅱでは、グループワークで使用する事例の提出が必要です。

以下の6類型の中から指定された項目の事例を作成し、事前に提出していただきます。

詳細については、受講承認時にお知らせします。

6類型

【研修で使用する類型】

項目
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B

C

D

E

F

G

科目名 キーワード例

生活の継続及び家族等
を支える基本的なケア
マネジメント

高齢者の生理・心理・生活環境等の構造的な理解、適切なケ
アマネジメント手法の理解、基本ケアの理解、疾患別ケアの
活用、家族等に対する支援についての再確認 等

脳血管疾患のある方の
ケアマネジメント

血圧や疾病の管理の支援、服薬管理の支援、生活習慣の改
善、心身機能の回復・維持、心理的回復の支援、活動と参加
に関わる能力の維持・改善、リスク管理、血圧や疾病の自己
管理の支援、服薬の自己管理、生活習慣の維持 等

認知症のある方及び家
族等を支えるケアマネ
ジメント

初期診断に関する対応、地域ネットワーク構築、認知症の理
解、環境変化における対応、行動障害の取組、認知症治療に
関する事、精神疾患における医学的・心理的な状況　等

大腿骨頸部骨折のある
方のケアマネジメント

転倒予防、骨粗しょう症の予防、歩行の獲得、生活機能の回
復、社会参加の回復、介護給付サービスの終結に向けた理解
の促進（自助・互助への移行）等

心疾患のある方のケア
マネジメント

疾患の理解と確実な服薬、自己管理能力の向上とリスクの管
理、療養を続けるための環境・体制の整備、心疾患の状況に
応じた生活・暮らし方の支援、心理的な支援、ステージに応
じた生活・暮らし方の支援 等

看取り等における看護
サービスの活用に関す
る事例

痛みの改善の取組、生活機能低下における対応、死の受容に
関する事、緩和療法、葬儀に関する相談対応、遺品に関する
相談対応、生きがいの実現、看護サービス利用について 等

家族への支援の視点や
社会資源の活用に向け
た関係機関との連携が
必要な事例のケアマネ
ジメント

家族等に対する支援の必要性や支援における役割・留意事項
の理解、社会資源の活用に向けた関係機関との連携、他法他
制度の活用（難病・高齢者虐待・高齢障害者・経済的困窮に
ある高齢者 等）等

事例の提出について（課程Ⅱ）


